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しまがはら男女共同参画推進セミナー＆
子育て応援パワーアップ講座

　島ヶ原会館でしまが
はら男女共同参画推
進セミナー＆子育て応
援パワーアップ講座を
開催しました。
　島ヶ原支所管内で
子育て支援と男女共
同参画推進のそれぞ
れの講座を毎年開い

ていますが、今年は共同開催の講座として、DV（ドメ
スティックバイオレンス）をテーマとしました。
　今回は、講師にNPO法人心のサポート・ステーショ
ン代表理事の宮本由起代さんを迎え、「日常生活に潜む
DVの現状～私たちにできる支援とは～」と題して行い
ました。DVとは、家族の間などで起こる暴力行為で、
対等の関係でなく相手を服従させる支配の関係で成り
立つ人権侵害の行為です。
　講師は、身体的暴力だけでなく、精神的、経済的な
どの暴力も多いこと、被害者の自己コントロールの力
を奪うため、被害者自身がDVだと気がつかない場合
があることなどや、被害者を支援するときに、精神的
苦痛をさらに深めてしまう二次被害を防ぐために、支
援者がとるべき姿勢や、してはいけない対応などを、
経験を交えて話しました。
　今回は 61人が参加し、今後の活動に役立てようと真
剣に聴き入っていました。

対等な関係づくりを

　下柘植の日置神社で文
化財消防訓練を行いました。
　これは１月 26 日の文
化財防火デーに伴い実施
したもので、今回は市内

５カ所で行ってきた訓練の最後となります。
　訓練は、社務所の炊事場から出火して北側の山林に
燃え移り、拝殿にも火がおよぶ可能性があるという想
定で行いました。「火災です。」の大きな声があがると、
宮司が 119番通報をするとともに、神社関係者が水消
火器を使って初期消火訓練を行い、拝殿から文化財を
運び出しました。通報を受けた東消防署のタンク車と
消防団車両が到着すると、東消防署の職員や消防団員

がホースを手際よくつない
で、神社から約 100 メー
トル離れた池から水を取
り、指揮者の「放水はじめ」
の号令により一斉に放水を
始めました。
　訓練のあと、東消防署の

宮本署長は「平成 24年は市内で 49件の火災があり３
人の方が亡くなりました。日ごろの訓練が火災対応で
重要になりますので今後も訓練を積み重ねるとともに、
火の用心を呼びかけ火事のないよう啓発に努めてくだ
さい。」と講評を述べました。
　この日は消防職員、消防団員、神社関係者など約 60
人が参加し、日ごろから防火訓練や啓発を行うことの
大切さを再確認しました。

文化財消防訓練
みんなで守ろう文化財2 3
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第１１回三重大学発

産学官連携セミナー in 伊賀

新しい可能性を知る2８

　ヒルホテルサンピア伊賀で第 11回三重大学発産学官
連携セミナー in 伊賀を開催しました。
　開会にあたり、共催者を代表して岡本市長が「この
セミナーをきっかけとして、地域企業と三重大学が連
携し、地域の活性化につながることを期待しています。」
と述べました。
　講演会では、三重大学大学院地域イノベーション学
研究科の坂内正明教授による「カーボンフリー大学を
目指して・スマートキャンパス in Mie University」と
三重大学社会連携研究センターの武田保雄センター長
による「リチウム・空気二次電池は究極の電池」の２
つの講演が行われました。
　講演の中で、坂内教授は三重大学で取り組んでいる
スマートキャンパス実証事業について説明し、「学内で
使用するエネルギーの一部を太陽光や風車でつくるこ
とで、自然エネルギーを上手に利用して今までの快適
な生活環境を保つことができる。今後成果が得られれ
ば、自治体やほ
かの大学でもぜひ
活用してもらいた
い。」と話しました。
　この日は、140
人が参加して、講
演などに熱心に聴
き入り学んでいる
様子でした。
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　大山田農村環境改善セン
ターで大山田芸術文化祭の芸
能大会を行い、14 団体が大
正琴や舞踊など日ごろの練習
の成果を披露しました。
　大正琴のサークル、カトレ

ア・ロマン紀行は、「恋のフーガ」など演奏し、息の合っ
たメロディに観客は体を揺らして音楽を楽しみました。
　また、大山田東保育園と大山田西保育園の園児たち

　城東中学校体育館で第 4回伊
賀市長杯ソフトバレーボール大
会が開かれました。
　この大会は、健康の増進を図
り、スポーツに対する関心と理
解を深めるとともに、大会を通

して相互の親睦と体力づくりの推進を図る目的で開かれ
ているものです。
　開会式では、伊賀市家庭婦人バレーボール連絡協議会
会長の竹内文子さんが「会員同士の親睦を図りながら、
けがのないよう楽しい大会にしてください。」とあいさ
つしました。そして、上野ママチームの早川美由紀さん
が選手宣誓を行い、去年の優勝チームの楯の返還や競技
説明のあと、試合が始まりました。
　今回は、７チーム 40人が参加しました。大会は、７

チームをＡとＢのブロックにわ
け、それぞれのチームが２試合ず
つ試合を行い、リーグの成績によ
り優勝決定戦と３位決定戦が行わ
れました。
　選手たちは、日ごろ使い慣れたボールよりも、大きく
やわらかいボールを使って、楽しみながら試合をしてい
る様子でした。

伊賀市長杯ソフトバレーボール大会
アタ～ック！210

第２８回大山田芸術文化祭
日ごろの成果を発揮217

試合結果
優　勝 : 上野ママＡ
準優勝 : 上野ママＢ
第３位 : 葵

が「みんなちきゅうのこども」
を合唱したあと、ピンクや緑
のポンポンを両手に持って「ハ
グしちゃおう」を踊りました。園児たちが元気よく歌っ
たり踊ったりする姿を思い出に残そうと、カメラなどを
構える家族の姿が多くみられました。
　隣接する B&G海洋センターでは、16・17日の２日
間、大山田芸術文化祭の展覧会を行いました。
　会場には老人クラブやサークルなど 42団体と個人
による作品が並べられ、訪れた人は作品の前で足をと
めて、興味深そうに見入っている様子でした。


